
主な内容

●給与所得者の年末調整

●町民文化祭を開催

●町職員の人事行政
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12
日の出の森ウォーキングで

秋を楽しむ！



１
年
間
の
給
与
総
額
に
対
す
る

所
得
税
額
と
、
毎
月
の
給
与
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
合
計

額
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り

必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

①
結
婚
や
出
産
な
ど
に
よ
り
年
の

中
途
で
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ

る
場
合
が
あ
る
。

②
生
命
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
特

別
控
除
な
ど
は
、
年
末
に
１
度

に
控
除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の

給
与
の
支
払
を
受
け
る
と
き
に
、

過
不
足
額
の
精
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
年
末
調
整
と
い
い
ま
す
。

こ
の
年
末
調
整
の
対
象
と
な
る

人
は
、
年
末
調
整
を
行
う
日
ま
で

に
『
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等

（
異
動
）
申
告
書
』
を
提
出
し
て

い
る
人
の
う
ち
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

給
与
所
得
者
の年末

調
整

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は

年
末
調
整
で
精
算
さ
れ
ま
す

確
定
申
告
を
す
る
義
務
が
な
い

人
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
で
取
得
し
た
場
合

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

⑤
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
を
受
け
る
場
合

今
年
の
ポ
イ
ン
ト

平
成
17
年
分
か
ら
、
所
得
者
本

人
が
年
齢
65
歳
以
上
で
、
か
つ
合

計
所
得
金
額
が
１
，
０
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る

老
年
者
控
除（
50
万
円
）が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

給
与
所
得
の
金
額
の

計
算
に
つ
い
て

給
与
所
得
の
金
額
は
、
給
与
の

収
入
金
額
か
ら
給
与
所
得
控
除
額

を
差
し
引
い
て
算
出
し
ま
す
。

給
与
所
得
者
の
場
合
は
、
勤
務

に
伴
う
必
要
経
費
な
ど
の
概
算
控

除
と
し
て
、
給
与
所
得
控
除
額
が

給
与
の
年
収
額
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合

給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
、
次

の
よ
う
な
人
は
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
１
年
間
の
給
与
収
入
が
、
２
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人

③
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
（
収
入
金
額
―
必
要

経
費
）
の
合
計
金
額
が
20
万
円

を
超
え
る
人

確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

町
で
は
、
新
し
く
成
人
と
な
ら

れ
る
人
を
対
象
と
し
、
１
月
８
日

（
日
）
に
お
祝
い
の
式
典
を
開
催

し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
人
に
は
教
育
委
員

会
か
ら
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す

が
、案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は
、

教
育
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

式
典
に
は
、
あ
ま
り
華
美
に
な

り
過
ぎ
な
い
よ
う
な
服
装
で
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。
当
日
は
記

念
撮
影
や
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

も
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
時　

平
成
18
年
１
月
８

日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜

▽
開
催
場
所　

町
中
央
公
民
館

▽ 

対
象
者　

昭
和
60
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
町
内
在
住
の
人
（
町
外

へ
転
出
さ
れ
て
い
る
人
も
ご
希

望
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
）

▽
問
合
先　

町
教
育
委
員
会
事
務

局
（
☎
６
２
―
２
４
２
２
）

平成１８年

成人式を開催
昨年のようす

平成18年

1月8日㈰
平成18年

1月8日㈰

▷問合先
伊勢税務署
（☎２８－３１９１）
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地
球
環
境
に

や
さ
し
い
町
を

め
ざ
し
て

目
標
年
度
を
22
年
度
と
す
る
、

第
５
次
度
会
町
総
合
計
画
の
後
期

（
18
年
度
か
ら
５
年
間
）
の
方
向

性
を
検
討
す
る
、
第
１
回
審
議
会

が
去
る
11
月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

審
議
会
で
は
、
大
野
町
長
か
ら

田
村
重
幸
会
長
に
審
議
会
の
意
見

を
求
め
る
諮
問
書
が
手
渡
さ
れ
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
後
期

基
本
計
画
骨
子
（
案
）
の
各
政
策

に
つ
い
て
の
説
明
の
あ
と
、
審
議

の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

総
合
計
画
審
議
会
を
開
催

後
期
基
本
計
画
を
審
議

町
で
は
、
各
分
野
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
今

後
数
回
の
審
議
会
を
開
催
し
、
年

度
内
に
は
総
合
的
な
見
地
か
ら
答

申
を
受
け
、『
第
５
次
度
会
町
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
』
の
策
定

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▷問合先
役場企画防災課
（☎６２－２４２１）

総合計画審議会委員の皆さん
(敬称略）

知識経験者
会　長 田村　重幸（茶屋広）
副会長 山根　久男（田　口）
委　員 西田　久典（栗　原）
委　員 神森　良典（脇　出）

公共的団体の役職員等
委　員 岡村　典幸（棚　橋）
委　員 玉串　憲一（川　上）
委　員 森見　　学（麻加江）
委　員 岡出　幸久（小　川）
委　員 中西　　貞（平　生）
委　員 中村　正樹（棚　橋）
委　員 中村　武司（上久具）
委　員 森田　勝實（和井野）
委　員 舟瀬　　勝（棚　橋）
委　員 牧　　洋子（大野木）
委　員 山下　良子（大野木）

町議会議員
委　員 福井　秀治（大野木）
委　員 下里　幸彦（牧　戸）

去
る
11
月
７
日
、
度
会
町
に
お

け
る
地
球
環
境
問
題
へ
の
取
組
み

と
し
て
、
新※

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
計
画

的
な
導
入
や
町
民
へ
普
及
啓
発
を

進
め
る
た
め
、
学
識
経
験
者
、
住

民
代
表
や
地
場
産
業
関
係
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
た
度
会
町
地
域
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

策
定
委
員
会
で
は
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
、
町
内
事
業
所
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
町
内
石
油
販
売
業
者
や
電
力

供
給
業
者
な
ど
の
ご
協
力
を
得
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
料
を
ま
と
め
、

ま
た
、
各
種
統
計
デ
ー
タ
な
ど
を

も
と
に
期
待
可
採
量
に
つ
い
て
把

握
し
、
度
会
町
で
導
入
が
期
待
さ

れ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
、
委
員
会
の
開
催
は
、
12

月
21
日
（
水
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
。（
会
議
は
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。）

※
『
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
と
は

石
油
に
代
わ
る
ク
リ
ー
ン
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
太
陽
光
や
風
力
な

ど
の
自
然
の
力
を
利
用
し
た
り
、

廃
棄
物
な
ど
の
今
ま
で
使
わ
れ
ず

に
捨
て
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有

効
に
利
用
す
る
な
ど
地
球
に
や
さ

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
で
す
。

▽
問
合
先

役
場
企
画
防
災
課

（
☎
６
２
―
２
４
２
１
）

１月１０日は『１１０番の日』
１１０番は、緊急通報用の電話です。
県下では、平成１６年中に１０１, ６７９

件の通報がありましたが、この中には緊急対
応を必要としない相談などが数多くあり、緊
急通報に対する警察の対応が遅れるおそれが
あります。
１１０番は目的に沿った正しい利用をお願

いします。
※困りごとや悩みごとは、☎０５９－２２４
－９１１０または『＃９１１０』（プッシュ
回線・携帯電話のみ可）へお願いします。
１１０番通報するときは、
・いつ ・どこで
・何があったか ・犯人は
・あなたの住所、氏名
以上のことを、落ち着いて要領よく通報し

てください。

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
11
日（
日
）〜
20
日（
火
）

○
運
動
の
重
点

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
・
飲
酒
運
転
の
追
放

・
自
転
車
の
安
全
利
用

町
で
は
、
年
末
の
交
通

安
全
県
民
運
動
期
間
中
に

街
頭
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

▽
実
施
日
時　

12
月
17
日
（
土
）
午
前
７
時
30
分
〜

▽
実
施
場
所　

大
野
木
地
内
交
差
点
付
近

▽
問
合
先　

役
場
総
務
財
政
課（
☎
６
２
―
１
１
１
１
）

交
通
安
全
街
頭

指
導
を
実
施

第１回審議会のようす

安全運転に心がけましょう
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去る１１月１５日、伊勢シティ
ホテルで、（社）伊勢法人会常任
理事（副会長）の東出與市さん（大
野木）と伊勢納税貯蓄組合連合会
理事（女性部）の喜多桂子さん（田
口）が、多年にわたり率先して申告納税制度の普及発展に貢献された
として伊勢税務署長表彰を受賞されました。
この受賞を受け、お２人は「光栄に思います。納税への皆さんの
ご理解、ご協力があってのことだと思っております」と語ってくれ
ました。
おめでとうございました。

東出 與市さんと喜多 桂子さん

伊勢税務署長表彰を受賞

東出　與市さん

喜多　桂子さん

役
場
産
業
振
興
課
で
は
、
平
成

８
年
か
ら
転
作
奨
励
作
物
と
し
て

推
奨
し
て
い
ま
す
、
く
り
あ
じ
カ

ボ
チ
ャ
の
苗
の
配
布
（
無
料
）
を
、

本
年
も
栽
培
を
希
望
さ
れ
る
農
家

の
人
に
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

く
り
あ
じ
カ
ボ
チ
ャ
は
転
作
作

物
と
し
て
定
着
し
て
き
て
お
り
、

17
年
産
は
平
均
単
価
も
良
好
で
、

次
の
よ
う
な
実
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

◎
全
体

作
付
面
積　

１
６
２
ａ
（
20
戸
）

農
協
出
荷
額　

３
，
３
７
８
千
円

反
収　

２
０
８
千
円

◎
Ａ
さ
ん
の
実
績

作
付
面
積　

14
ａ

秀
品
、
優
品
（
10
㎏
）

　
　
　
　
　

３
１
２
ケ
ー
ス

農
協
出
荷
額　

３
４
５
千
円

反
収　

２
４
１
千
円

▽
申
込
期
限　

12
月
28
日
（
水
）

▽
配
布
時
期　

３
月

▽
配
布
条
件

・
転
作
作
物
と
し
て
水
田
に
栽
培

転
作
奨
励

 

く
り
あ
じ
カ
ボ
チ
ャ
苗
を

希
望
農
家
に
配
布

す
る
こ
と

・
収
穫
し
た
カ
ボ
チ
ャ
を
農
協
へ

出
荷
す
る
こ
と

※
出
荷
1
ケ
ー
ス
当
た
り
２
０
０

円
〜
３
０
０
円
の
助
成
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

▽
配
布
苗
本
数　

約
６
千
本
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

▽
申
込
・
問
合
先　

役
場
産
業
振

興
課
（
☎
６
２
―
２
４
１
６
）

はじめまして！ゆうひです。

お兄ちゃんと一緒に入るお風呂が大好き♥

毎日、元気いっぱい遊んでいます。

僕を見かけたら声をかけてネ♥

中西　優陽くん

平成16年12月５日生まれ
（牧　戸）

父　完 さん　　
母　あつ子 さん
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僕、なかむらりゅうのすけ。

今、パパの車を運転中！バックオーラーイ、バック

オーラーイ～。ど～だ！！うまいでしょ！

みんな僕を見かけたら声をかけてネ☆

仲村 隆ノ輔くん

平成16年12月15日生まれ
（注連指）
父　隆弘 さん
母　栄子 さん

わたしは、ゆきえです♥

12月11日生まれ。お兄ちゃんは、12月16日生まれ。

生まれた月が同じなんだよ !

わたしは、お兄ちゃんが大好き♥

♥家族の中で一番好きかも！？

間道 由希恵ちゃん

平成16年12月11日生まれ
（立　岡）
父　俊之 さん
母　奈美 さん

県
で
は
、
森
林
の
適
切
な
管
理

を
進
め
公
益
的
な
機
能
の
発
揮
に

つ
な
げ
る
た
め
、
県
産
材
の
利
用

拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
中

に
は
、
木
材
利
用
で
大
き
な
比
重

を
占
め
る
木
造
住
宅
を
建
築
す
る

場
合
に
お
い
て
、
認
証
建
築
業
者

に
よ
り
認
証
製
材
品『
三
重
の
木
』

を
使
っ
て
建
設
す
る
方
が
、
補
助

金
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。補

助
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

次
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要

で
す
。

①
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に

一
戸
建
て
の
木
造
住
宅
を
新
築

し
、
県
産
材
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
。

②
新
築
木
造
住
宅
の
構
造
部
材
等

に
、認
証
製
材
品
『
三
重
の
木
』

を
材
積
率
で
50
％
以
上
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

③
新
築
木
造
住
宅
の
床
面
積
が
80

㎡
以
上
１
７
５
㎡
以
下
で
あ
る

こ
と
。

④
補
助
金
を
交
付
申
請
す
る
年
度

の
２
月
末
日
ま
で
に
、
棟
上
が

完
了
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

▽
補
助
金
額　

36
万
円
（
２
０
０

戸
限
定
）

▽
申
請
方
法　

棟
上
げ
14
日
前
ま

で
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
な
ど

の
様
式
は
、
提
出
場
所
ま
た
は

県
環
境
森
林
部
森
林
振
興
室
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま

す
。

▽
提
出
先　

県
民
局
環
境
森
林
部

森
林
・
林
業
室
ま
た
は
県
環
境

森
林
部
森
林
振
興
室
木
材
利
用

グ
ル
ー
プ

▽
問
合
先　

県
環
境
森
林
部
森
林

振
興
室
（
☎
０
５
９
―
２
２
４

―
２
５
６
５
）

『
三
重
の
木
と
暮
ら
す
』

住
ま
い
づ
く
り
を
支
援

急に病気やケガで、
すぐ医師・歯科医師に診てもらいたいとき

休日や夜間にケガをしたり、急病になった場合、救急
車を呼ぶほどではないが、すぐ治療を受けたいときは、
まずかかりつけの医師か休日応急診療所で診察を受けて
ください。
○伊勢市休日・夜間応急診療所（内科・小児科・歯科）
（☎２５－８７９５）
かかりつけの医師をお持ちでない場合や連絡が取れな

い場合は、次の方法で受診できる医療機関を探すことが
できます。
○パソコンによる案内
http://www.qq.pref.mie.jp/（ホームページ『医療ネッ
トみえ』）
○携帯電話による案内
http://www.qq.pref.mie.jp/k/
○音声・FAXによる案内
☎０８００－１００－１１９９（無料）
○伊勢地域救急医療情報センター ( 消防本部 )
☎２８－１１９９（いい救急）

目的にあった医師・歯科医師を見つけたいとき
ホームページ『医療ネットみえ』から、『お医者さん・
歯医者さん』をクリックすると、医療機関名、所在地、
病名、検診・医療相談などさまざまな条件の中から目的
にあったお医者さん・歯医者さんを探すことができます。
案内を受けた後、必ず電話で医療機関の都合を聞いて

から出かけて下さい。
▷問合先　町保健センター（☎６２－１１１２）

１月以降に満１歳を迎える子どもさんの写真を募集しています。

えいきちくん ゆきえちゃん
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度会町職員の
　　人事行政は
このようになっています

地
方
公
務
員
の
勤
務
の
対
価
と

し
て
支
払
わ
れ
る
給
与
は
、
民
間

と
の
比
較
、
国
家
公
務
員
や
ほ
か

の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
と
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
度
会
町
職
員

の
人
事
行
政
の
運
営
な
ら
び
に
支

給
さ
れ
て
い
る
給
与
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▷問合先　役場総務財政課
（☎６２－１１１１）

職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額状況
（平成17年４月１日現在）

区　分 町
一般行政職員 技能労務職

平均給料月額 310,500円 249,700円
平均給与月額 319,208円 259,268円
平 均 年 齢 40歳９月 49歳１月

※給与は、基本給である給料に諸手当を含んだものです。

職員の初任給の状況
（平成17年４月１日現在）

区分 町 国
初任給 初任給

高校卒 138,800円 138,800円
短大卒 148,500円 148,500円
大学卒 170,700円 170,700円

（一般行政職）

職員１人当たりの額
（平成16年度決算見込額）

職員１人当たりの給与 5,143,000円

ラスパイレス指数 91.1

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与
を100とした場合の当町職員の給与水準を
示しています。

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (平成17年３月31日現在）

区　　分 経　験　年　数
10～15年平均 15～20年平均 20～25年平均

高　校　卒 209,500円 279,400円 328,500円
大　学　卒 260,900円 309,000円 370,000円

（一般行政職）

特別職の給料等の状況 （平成17年４月１日現在）
区　分 給料月額 期末手当 勤勉手当

給　

料

町　長 790,000円  ６月期 2.1月分
12月期 2.3月分
　計　 4.4月分

－助　役 600,000円
収入役 570,000円

教育長 520,000円
 ６月期 1.4月分
12月期 1.6月分
　計　 3.0月分

 ６月期 0.7月分
12月期 0.7月分
　計　 1.4月分

※特別職の報酬等は平成16年４月１日に改正されています。

特別職の状況

部門別職員数の状況と主な増減理由 (各年４月１日現在)
区分

部門・該当課
職　員　数 対前年

増減数 主な増減理由平成16年 平成17年

一　

般　

行　

政

議 会 議会事務局 2 2 0
総 務 総務財政課・出納室・企画防災課・

町民福祉課（戸籍） 20 20 0
税 務 税務課 6 7 1 滞納整理組合の解散に伴う滞納整理業務増
農林水産 産業振興課 7 6 △ 1 業務の見直しによる合理化
商 工 産業振興課 1 1 0
土 木 建設水道課（建設） 7 5 △ 2 施設業務管理が土木から教育へ移管

業務の見直しによる合理化
民 生 町民福祉課（福祉・年金保険・

保育所） 42 40 △ 2 診療所の廃止による業務の減少
退職者不補充

衛 生 保健センター・美化センター 11 12 1 環境衛生業務増
小　　　計 96 93 △ 3

特
別
行
政

教 育 教育委員会（事務局・学校・
給食センター・公民館） 20 19 △ 1 正規職員の退職に対し、臨時職員で対応

小　　　計 20 19 △ 1
公
営
企
業
等

水 道 建設水道課（水道） 4 3 △ 1 業務の見直しによる合理化
そ の 他 町民福祉課（国保・介護） 3 3 0

小　　　計 7 6 △ 1
合　　　　　　計 123 118 △ 5

給与の状況

町議会議員の報酬等の状況
（平成17年４月１日現在）

区　分 報酬月額 期末手当

報　

酬

議　長 285,000円  ６月期 1.6月分
12月期 1.7月分
　計　 3.3月分

副議長 220,000円
委員長 210,000円
議　員 200,000円

職員数の状況
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人件費の状況 
（平成16年度普通会計決算見込） 

歳出額　3,764,461千円
※人件費には、一般会計の給与のほか、町長、
助役、収入役、議会議員及び各種委員等の給
料、報酬等を含んでいます。

職員給与費の状況
（平成16年度一般会計当初予算）
給与費総額　574,800千円

※職員手当には退職手当は含まれていません。
※職員給与費とは、人件費のうち一般職員に
支給される給料、諸手当をいいます。

人件費
860,240千円
22.9％ 

投資的経費
875,387千円
23.3％

公債費
388,069千円
10.3％

扶助費
170,761千円
4.5％

その他
1,470,004千円
39.0％

給料
392,253千円

扶養手当
7,650千円住居手当

1,326千円

時間外
勤務手当等
6,291千円

宿日直手当
635千円

管理職手当
4,806千円

期末・勤勉手当
152,523千円

通勤手当
4,609千円

特殊勤務手当
908千円

管理職特別勤務手当
100千円
児童手当
1,040千円

投開票事務手当
2,659千円

◇職員の採用状況
職員の採用は、行政需要の動向や今後の退職者

数などを考慮して行っています。
平成１７年４月１日の職員新規採用はありませ

んでした。

◇職員の退職状況
平成１６年度中（平成１６年４月１日～１７年

３月３１日）の職員退職状況は次のとおりです。
定年退職 勧奨退職 普通退職 計
３人 １人 １人 ５人

◇勤務時間
週４０時間勤務で、１日の勤務時間は午前８時

３０分から午後５時１５分までです。

◇休暇制度
休暇には大きく次の４つがあります。

①年次有給休暇
１年（暦年）あたり２０日間の年次有給休暇が
与えられます。残数がある場合は、２０日を限
度として翌年に繰り越すことができます。

②病気休暇
病気療養に必要な期間（３か月以内）について
有給で与えられます。

③特別休暇
特定の事由に基づいて有給で認められます。結
婚休暇、忌引休暇、産前・産後休暇、ボランティ
ア休暇、夏季休暇、リフレッシュ休暇などがあ
ります。

④介護休暇
配偶者などの介護が必要な期間（連続して６か
月以内）について無給であたえられます。

◇分限処分
分限処分は、公務能率を維持することを目的と
して、心身の故障や職に必要な適格性を欠くなど、
一定の事由がある場合に、職員の意に反する不利
益な身分上の変動をもたらす処分です。その種類
として、免職、降任および休職があります。
平成１６年度の分限処分はありませんでした。

◇懲戒処分の状況
懲戒処分は、職員が法令や職務上の義務などに

違反した場合に道義的責任を問うことにより、公
務における規律と秩序を維持することを目的とす
る処分です。
その種類として、免職、停職、減給および戒告
があります。
町民の皆さんからの信頼を確保していくために、
今後とも服務規律の遵守の徹底を図るとともに、
不祥事が発生した場合には、厳正に処分します。
平成１６年度の懲戒処分はありませんでした。

手当の名称 内　　　　　　　容
扶 養 手 当 扶養親族のある職員に支給 ＊国と同じ基準

住 居 手 当
住宅を借受け一定額以上の
家賃の支払がある職員また
は購入後5年以内の住宅に居
住する場合

＊国と同じ基準
・家賃 上限 27,000円
・持家 月額 2,500円

時間外勤務手当
休日勤務手当

正規勤務時間以外の時間の
業務
祝日法による休日における
業務

＊国と同じ基準
・勤務1時間当たりの給与額
に125/100を乗じた額、
休日の場合は乗ずる数を
135/100とする（午後10
時～午前5時までの場合、
さらに25/100を加算)

・代休による対応有り

宿 日 直 手 当 閉庁日の日直業務 ＊国と同じ基準
１回 4,200円

管 理 職 手 当 一般職員(課長級以上) 給料月額×8%

期末・勤勉手当
 期　末 勤　勉
 ６月期 1.4月分 0.7月分
12月期 1.6月分 0.7月分

＊国と同じ基準
職級に応じて、加算額有り

通 勤 手 当
通勤のため、交通機関また
は自動車などの交通用具を
使用する場合

＊国と同じ基準
・自動車等を使用しての通勤
距離(片道)
２㎞以上５㎞未満 2,000円
５㎞以上10㎞未満 4,100円
10㎞以上15㎞未満 6,500円
15㎞以上20㎞未満 8,900円
60㎞まで５㎞ごとに支給額
を設定
・公共交通機関使用の場合
等の規定有り

特殊勤務手当 伝染病防疫作業・美化センターごみ収集作業

・伝染病防疫作業
 １日につき 700円
・美化センターごみ収集作業
 〃　　 600円

退 職 手 当
定年・勧奨退職の場合
勤続35年以上 退職時本俸×59.28
勤続30年 退職時本俸×51.48
勤続25年 退職時本俸×42.12

＊国と同じ基準
・退職事由により乗数は変わ
ります。５年単位で３例挙
げましたが、34年以下は
１年単位で乗数は違います
・早期勧奨特例措置有り

人件費の状況

手当の状況
（平成17年４月１日現在）
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押し花教室
本年度ＰＴＡ教養事業（文化祭協賛活動）として、去る１０月２２日、
本校被服教室で、中井ゆかり先生を迎え、『押し花教室』が開催されました。
ケアハウス伊勢度会彩幸や度会町社会福祉協議会つくしの会の方、保護
者、生徒、教職員など３０人が、いろいろ苦心して１つの絵にしました。
作り方は、次の①～④です。
①ハガキ大の大きさの用紙に押し花を、ピンセットを使って並べます。各

自が用意してきた写真を中心にすえ、その周りを押し花で飾っていきます。写真ではなく、押し花だけで、デザ
インを考えた方もいました。
②並べ終えたら、先生にみてもらい、アドバイスをしていただきました。
③それをビニールに入れて、アイロンを使い密封します。  
④写真立ての中に入れて完成です。
お子さんや自分、家で飼っている犬などさまざまな写真を中心に、華やかな押し花の絵が完成しました。
和やかな雰囲気の中、楽しい経験をしました。完成した作品は、本校文化祭で展示されました。

文化祭を開催
文化祭が、去る１１月１日と２日の両日にわたり開催されました。生徒
会を中心に夜遅くまで準備をし、盛大な文化祭となりました。
生徒昇降口に生徒会が中心となり巨大なライオンの造形物を作製しまし
た。また、横の駐車場には生徒全員で彩色したマンモスが展示されました。
１日目は、午前中にクラスの合唱、『ピンクレディーショー』の踊り、
スライドショー、ギター演奏、交流文化部の音楽劇などが催され、
昼前に生徒全員で生徒会企画の『マンモス彩色』がなされました。
午後からは、有志バンドの演奏とクラス展示がありました。
展示は、総合学習や手作り絵本、石けんづくり、人権の木、さら
に自作映画の上映や、手作り卓球、おまつりの射的・輪投げ、お化
け屋敷（迷路）など、クラスやクラブ、委員会が工夫したもので盛
りだくさんでした。
また、ＰＴＡ主催の押し花の展示もありました。
２日目は、特に３年生のクラスで、ラーメンやじゃがバター、ぶた汁、からあげなどが調理され、調理室の前が
混雑しました。とても美味しくて、生徒が作ったものとは思われない出来ばえでした。 

閉祭式では、ＰＴＡ役員主催のビンゴゲーム大会が行われ、当たった生
徒は大喜びでした。また、教員で『１１ぴきのねこ』を合唱し、２日間の
文化祭が終了しました。
生徒会役員は、「もう少し何か出来たのではという悔いもありますが、
大きなことが出来た達成感の方が大きいです。」と話してくれました。
文化祭にお越しいただいたＰＴＡやケアハウスの方々、度会養護学校の
生徒の皆さん、南勢校舎、度会校舎の生徒会の皆さん、ありがとうござい
ました。

押し花教室

ライオンの造形物

生徒会企画

ＰＴＡによる展示
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人 について考える
リレー連載　No.3

度会町人権・同和教育推進協議会

JINKEN

権人 権
さまざまな分野において、人権を尊重しようという取り組みが行われています。人が人として生きがいを持って暮
らしていけるよう、一人ひとりがお互いの立場に立って考えていかなければなりません。

高齢者の人権

地域社会の発展に大きな役割を果たしてきた高齢者に対し、尊敬の念
を持って接し、地域の中で安心して暮らすことができるような環境をつ
くり、長年培ってきた豊かな知識や経験を生かして、健康で生きがいを
持って社会的な活動に積極的に参加できる場をつくることが必要です。
そのためには、若い人をはじめ周囲の人々が、高齢者に対する先入観や
固定観念を除き、個人として尊重していくことが重要です。
介護を必要としている高齢者に対し、介護者が肉体的、心理的に虐待
を加えること、また、高齢者が悪徳商法や詐欺の被害にあうなど、高齢
者の人権を無視した大きな社会問題が多く起っています。こういった事象を防ぐため高齢者の人権擁護や、高齢者福
祉の環境づくりに努めなければなりません。

障害者の人権

障害のある人もない人も、誰もが平等に地域の中で生活できる社会づ
くりを進めるために、社会を構成するすべての人々が、障害者に対して
十分な理解をし、配慮していくことが大切です。障害者を特別視するの
ではなく、一般社会の中で普通の生活が送れるような条件を整えなけれ
ばなりません。
 障害者が適性に応じて力が発揮できる就労の場をつくり、引きこもっ
た生活を送りがちな人にも、地域で活動できる居場所をつくることが重
要な課題となっています。

原爆パネル展

去る１１月５日、６日に開催された町民文化祭において、原爆の写真を展示しました。原子爆弾による悲惨な状況
を紹介するとともに、戦火の中から生きのびた人の生命の大切さ、生きていられる喜びを伝えるものでした。何かを
感じていただけたでしょうか。
パネル展示の側に小さな人権イメージキャラクター人形を置き、ご家庭に持ち帰っていただきました。

ものを大切にする、動物を大切にする、人を大切にする優しい心、身近なところから人権について考えてみましょう。
▷担当　役場町民福祉課
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充
実
し
た
作
品
展
な
ど

作
品
展
の
主
会
場
と
な
っ
た
町

民
体
育
館
で
は
、両
日
に
わ
た
り
、

書
道
、
写
真
、
絵
画
、
俳
画
、
文

芸
、
陶
芸
、
手
工
芸
、
盆
栽
な
ど
、

各
部
門
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
作
約
５

０
０
点
が
並
べ
ら
れ
、
訪
れ
た
皆

さ
ん
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
郷
土
の
文
化
や
歴
史
に

触
れ
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
郷
土
資
料
館
が
開
放
さ
れ
ま

し
た
。

町
民
文
化
祭
で
芸
術
の
秋
を
楽
し
む

延
べ
１
，
８
０
０
余
人
が
参
加

町
民
文
化
祭
で
芸
術
の
秋
を
楽
し
む

延
べ
１
，
８
０
０
余
人
が
参
加

去
る
11
月
５
日
、
６
日
の
両
日
、
町
民
体
育
館
や
中
央
公
民
館
、
郷
土

資
料
館
、
度
会
中
学
校
体
育
館
を
会
場
に
、
第
25
回
町
民
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
、
延
べ
１
，
８
０
０
余
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

５
日
に
は
、中
央
公
民
館
で『
ご

み
分
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
』
が
開
催

さ
れ
、
参
加
者
は
『
あ
き
カ
ン
つ

り
』ゲ
ー
ム
な
ど
を
体
験
し
、年
々

複
雑
化
す
る
ご
み
分
別
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。

ま
た
、
６
日
に
開
催
さ
れ
た
お

茶
席
に
も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
抹

茶
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

芸
能
発
表
会

６
日
、
度
会
中
学
校
の
体
育
館

で
は
、
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
マ
ジ
ッ
ク
や
詩
吟
、筝
曲
、

舞
踊
、
歌
謡
、
大
正
琴
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
参
加

者
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
下

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

去
る
11
月
５
日
、
度
会
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町
教
育
委
員
会
・

体
育
指
導
委
員
会
主
催
の
第
16
回

度
会
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

参
加
さ
れ
た
38
名
は
、
74
歳

を
区
切
り
に
若
葉
の
部
と
玉
露
の

部
に
分
か
れ
、
秋
晴
れ
の
下
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

大
会
結
果　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

若
葉
の
部

優　

勝　

清
水　
　

浩

準
優
勝　

溝
口　

康
子

３　

位　

中
村　

幸
次

玉
露
の
部

優　

勝　

金
田　

冨
男

準
優
勝　

中
井　

悦
男

３　

位　

中
村　
　

靖

作
品
展
を
楽
し
む
皆
さ
ん

お 茶 席 『あきカンつり』

グラウンドゴルフ大会
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西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

11
月
17
日

烏か
ら
す瓜う
り

隠か
く

れ
よ
う
な
き
赤
さ
か
な

茶
屋
広　

河
村　
　

鈴

か
に
か
く
も
昼
酒
う
ま
し
勇い

さ
む

の
忌き

大
野
木　

串
田　

冬
扇

忌
も
近
し
父
憶お

も

ふ
日
の
実
む
ら
さ

き

棚　

橋　

松
本　

貞
子

建
て
替
え
し
小
さ
き
駅
舎
天
高
し

麻
加
江　

北
村　

櫓
江

葱ね
ぎ

刻き
ざ

む
強
き
香
の
満
つ
夕ゆ

う

厨く
り
や

大
野
木　

西
村　
　

永

林り
ん
ご檎
の
香
も
ぎ
た
る
枝
に
残
る
揺

れ

麻
加
江　

辻
本
久
美
子

お
揃
い
の
母
子
の
リ
ュ
ッ
ク
石つ

わ蕗

の
花

麻
加
江　

中
村　

和
代

原
爆
の
傷
も
つ
鳥
居
紅
葉
散
る

大
久
保　

浦
田　

フ
ユ

○ごみの収集・受入

年末年始の ごみなどの取り扱い

町美化センター
月　日・時　間 内　　　容

１２月４日（日）
午前９時～午後４時 粗大ごみ受入

１２月１８日（日） 休み

１２月２３日（金） 休み

１２月２４日（土） 休み

１２月２５日（日） 休み

１２月２９日（木）
午前８時３０分～

午後４時３０分
一般ごみ収集・受入

１２月３０日（金）
午前８時３０分～

午後４時３０分
一般ごみ収集・受入

１２月３１日（土）～
１月３日（火） 休み

１月４日（水） 平常収集

伊勢広域環境組合（清掃工場）
月　日・時　間 内　　　容

１２月４日（日）
午前９時～午後４時 休み

１２月１８日（日） 休み

１２月２３日（金） 休み

１２月２４日（土） 休み

１２月２５日（日） 休み

１２月２９日（木）
午前８時３０分～

午後４時３０分
一般・粗大ごみ受入

１２月３０日（金）
午前８時３０分～

午後４時３０分
一般・粗大ごみ受入

１２月３１日（土）～
１月３日（火） 休み

１月４日（水） 平常どおり

◆町美化センター・伊勢広域環境組合とも、正午から午後１時までの搬入はご遠慮ください。
◆年末は混雑が予想されますので、早めの搬入をお願いします。
◆詳しくは度会町カレンダー１２月をご覧いただくか、町保健センター（☎６２－１１１２）または伊勢広域環境組合
（☎３７－１２１８）までお問い合わせください。

○し尿などの汲み取り
町許可業者の南島清掃（有）は、１２月３０日（金）から平成１８年１月３日（火）まで休みになります。早めに度

会営業所まで、お問い合わせください。
▷問合先　南島清掃（有） 度会営業所（☎６３－００３５）
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去る１０月２５日、棚橋保育所園庭で、町内各保育所
の年長児が集まり、４園交流会が行われました。
園児たちは、かけっこや紅白玉入れ、障害物競走、『南
の島のハメハメハ大王』ゲームなどをしたり、園庭の遊
具などで自由に遊んだりと、みんなで仲良く楽しんでい
ました。
また、お昼には遊戯室でみんなそろってお弁当をいた
だきました。

サツマイモほりを体験

１０月下旬、町内３園の保育所の
園児が、サツマイモほりの体験を通
して収穫の秋を楽しみました。
園児たちは、歓声を上げながら大
きなサツマイモを高々と持ち上げ、
「こんなに大きいのがとれたよ」と
言って、つらなったサツマイモをど
んどんほり当てていきました。
採れたサツマイモは、保育所で焼
きいもや蒸かしいもなどにしたり、
お家で料理をしてもらったりして秋
の味覚を楽しみました。

みんなで仲良く年長児４園交流会を開催

収穫の秋を楽しむ

長原保育所は園庭のサ
ツマイモ畑で、棚橋・南
中村保育所は、園児のた
めに、山本充 さん（棚
橋）、長谷川元之さん（市
場）が、それぞれ開放し
てくれたものです。
ありがとうございまし
た。

長原保育所

南中村保育所

棚橋保育所

みんなで体操

紅白玉入れ

お弁当、おいしいよ！
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１０月下旬、上久具ワンダ地区の休耕田で、ソバの花が白
いじゅうたんを敷いたように一面に咲きそろいました。
ソバは、上久具に住む有志９人が休耕田を利用して６年前
から栽培をしているもので、今年は台風の影響もなく順調に
育ち、例年以上に地域の人たちを楽しませていました。

皆さんで冬瓜をどうぞ

去る１０月２８日、わたらい緑清苑に入所している皆さんに、岡村たずさん
（棚橋）から２１㎏もある大きな冬瓜が贈られました。
この冬瓜は岡村さんの畑で育ったもので、「ほかの冬瓜に比べ思いのほか大

きく育ち驚きました。ぜひ、緑清苑の皆さんに食べていただければ」と嬉しそ
うに届けてくれました。
緑清苑では冬瓜を煮物にし、皆さんで美味しくいただきました。
ありがとうございました。

休耕田に、ソバの花

度会町一般ソフトボール大会を開催

去る１１月２０日、中川小第２グラウンドを会場に、度会町体育
協会主催の度会町一般ソフトボール大会が開催されました。
大会結果
優　勝　　スラムダンク
準優勝　　アルバトロス

今年度で６回目となった町商工会（杉本喜助会長）チャリ
ティゴルフ大会が、工業部会と建設部会の合同事業として、
去る１０月３０日、１２１人の参加により伊勢二見ゴルフ場
で開催されました。
参加者の皆さんのご理解、ご協力のもと集まったチャリ
ティ募金で購入していただいた３２型液晶テレビが、町社会
福祉協議会（大野幸 会長）に寄贈されました。
ありがとうございました。

３２型液晶テレビを町社会福祉協議会に寄贈

度会町商工会
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12月
December

ゲートボール教室を開催

町教育委員会主催・町ゲートボール協会主管で『ゲー
トボール教室』を開催します。ぜひ、ご参加ください。
▶開催時期　１月中旬～３月下旬　毎週１回

午前９時～（詳しい日程は、参加申込者に
後日連絡）

▶開催場所　町内各地区のゲートボール場（申込者の状
況により決定）

▶対 象　町内在住の方（年齢制限はありません）
▶申込期限　１２月２２日（木）
▶申込・問合先　町教育委員会事務局（☎６２－２４２

２）または町ゲートボール協会　藤𠩤
（☎６２－００１０）

県立伊勢まなび高等学校　生徒募集

昼間部（午前部・午後部）・夜間部の３部制からなる
柔軟なシステムの単位制定時制高等学校（普通科・もの
づくり工学科）です。
○推薦入学・特別選抜
▶申込期間　平成１８年１月２６日（木）～３１日（火）
▶試 験 日　平成１８年２月７日（火）・８日（水）
▶試験内容　作文・面接
▶対 象　・推薦入学　来春中学校を卒業する人

・特別選抜　成人の人・中学既卒者
○一般選抜
▶申込期間　平成１８年２月２２日（水）～２４日（金）
▶試 験 日　平成１８年３月１０日（金）
▶試験内容　学力検査（国語・数学）・作文・面接
▶対 象　来春の中学新卒者・中学既卒者・成人の人
▶問 合 先　伊勢まなび高校（☎２５－３６９０）
※中学生の人は、学校の先生にお尋ねください。

子どもの人権電話相談を開設

▶開設日時　１２月１０日（土）午前１０時～午後５時
▶開設場所　津地方法務局
▶相談電話番号
・０５９－２２４－３５３５（子どもの人権１１０番）
・０５９－２２８－４７１１
・０５９－２２８－４１９３
▶問 合 先　津地方法務局人権擁護課

（☎０５９－２２８－４１９３）

バザールわたらい産直市
次回開催日は、12月25日（日）です。

▶問合先
　役場産業振興課（☎62－2416）

おせち料理講習会を開催

度会町食生活改善推進協議会では、おせち料理講習会
を開催します。ぜひ、ご参加ください。
▶開催日時　１２月１８日（日）

午前９時３０分～正午ごろ
▶開催場所　町中央公民館
▶申込期間　１２月１２日（月）～１４日（水）
▶参 加 費　３００円
▶申込・問合先　町保健センター（☎６２－１１１２）

放送大学入学生を募集

放送大学は、自宅で学べる正規の大学です。
放送大学では、平成１８年度第１学期（４月入学）の
入学生を募集します。
▶応募期間　１２月１５日（木）～

　平成１８年２月２８日（火）
▶問 合 先　放送大学三重学習センター

（☎０５９－２３３－１１７０）

伊勢・志摩第九コンサートを開催

▶開催日時　１２月２５日（日）午後２時
▶開催場所　伊勢市観光文化会館
▶演奏曲目　ベートーヴェン作曲『交響曲第九番』全曲

ほか
▶入 場 料　前売り券　１, ５００円

当 日 券　１, ８００円 　
全席自由席

▶問 合 先　伊勢市観光文化会館（☎２８－５１０５）
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おくやみ

シリーズ今夜の夕食

今回は、大紀町の滝原芋を使っ
た料理です。
地元で採れる安全・安心な食材
を使って美味しく料理されたもの
を口にしたいものです。
お弁当のおかずの１品に、ぜひ
１度作ってみてください。

滝原芋の揚げ餃子風郷土食
度会町食生活改善推進協議会

おめでた
10月中に届出のあった方 （敬称略）

 子の名前 保護者名 字名
島田　悠

ゆ

杏
あん

 大輔 棚　橋
中嶋　凜

りん

 航 棚　橋
中村　太

た

一
いち

 元 麻加江
井上　まなみ 正彦 小　川
神森　良

りょう

太
た

 良典 脇　出
荻田　千

ち

愛
か

 和宏 中之郷
松井　秋

あい

凛
り

 浩希 大野木

❶芋は皮をむいて、１㎝の角切りにしてレモン汁をふる。
❷わかめは戻して熱湯でさっとゆで、１㎝角に切って①に加える。
❸えびは殻と背わたをとり背開きにして２つに切る。
❹餃子の皮に②を小さじ１ずつのせて平らに整え、③のえびをのせて包み、皮
の四方を内側に折り曲げる。

❺片栗粉大さじ１を茶こしに入れて具の上にふる。
❻１８０℃に熱した油で皮をこんがりとえびの色が赤くなるまで揚げる。
❼皿に盛り輪切りにしたレモンを添える。

作
り
方

材料（４人分）
滝原芋 １００ｇ
レモン汁 大さじ１
乾燥わかめ（戻して）
 ２０ｇ
えび ４匹
餃子の皮（大判） ８枚
レモン １個
片栗粉　 大さじ１
揚げ油 適量

10月中に届出のあった方 （敬称略）

 名　前　 年齢 字名
中谷　順子 ６８ 小　川
八木　仁武 ５４ 棚　橋
中井戸惠美子 ８３ 坂　井

1２月の町税
 固 定 資 産 税　第 ３ 期

 国民健康保険税　第 ８ 期

●問い合わせは、町地域交流センター（☎63－0070）または町保健センター（☎62－1112）まで●

●問い合わせは、町保健センター（☎62－1112）まで●

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

１月12日㈭
《ひよこグループ》

１月16日㈪
《うさぎグループ》

時間：午前10時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター

（町地域交流センター内）
※初回のみ要申込み

遊・友・YOUくらぶ
毎週火・金曜日（ただし、
小学校の冬休み12月24日
～１月７日まで休み）
時間：午前10時～正午
場所：町子育て支援センター

（町地域交流センター内）
対象：保育所に行っていな

いお子さん

わたっこ広場開放
１月６日㈮　町保健

センター
時間：午前10時～11時30分ごろ
内容：保育士による手遊び、

自由遊びなど
対象：保育所に行っていな

いお子さん

地区巡回広場わたぼうし

１月２５日（水）
受　付：午後１時～１時20分
場　所：町保健センター
乳児健診の対象：原則として
•２か月児健診
平成17年11月生まれのお子さん
•７か月児健診
平成17年６月生まれのお子さん
•12か月児健診
平成17年１月生まれのお子さん
育児相談の対象：原則として奇数月生まれ

の１歳までのお子さん

乳児健診および育児相談

１月１１日（水）
受　付：午後０時15分
　　　　　～０時30分
場　所：町保健センター
対　象：平成16年５月生まれの

お子さん
平成14年５月・６月生ま
れのお子さん

１歳６か月児健康診査
３歳６か月児健康診査

（№ 485）15
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去る１１月１３日、健康増進と自然との触れ合いを求
め、町体育協会主催による度会町日の出の森ウォーキン
グが行われました。
参加した３１人の皆さんは、それぞれ班に分かれ、日
の出の森を出発し、各所で休憩をとりながら獅子ヶ岳山
頂を目指しました。
山頂では、眼下に広がる紅葉を眺めながらお弁当を食

べたり、交流を深めたり、草木などの自然と触れ合うな
どし、秋の１日を楽しみました。

一
日
一
歩

日
の
出
の
森
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加

し
、
約
20
年
ぶ
り
に
獅
子
ヶ
岳
へ
登
り

ま
し
た
。

相
変
わ
ら
ず
そ
の
道
中
は
険
し
く
、

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
が
た
た
り
、
途
中

何
度
と
な
く
挫
折
し
か
け
ま
し
た
が
、

何
と
か
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。山

頂
か
ら
の
風
景
は
、
登
る
ま
で
の

す
べ
て
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
、
本
当

に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
皆
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
登
り
た
い
で
す
。

町のうごき
人　口 男　4,538（－ 6） 出生　 8

女　4,793（－ 3） 死亡　 4
計　9,331（－ 9） 転入　14

世帯数2,745（± 0） 転出　27

今 月 の 表 紙

平成17年10月31日現在
（　　）内は前月比

中
な か

 野
の

　あ や さん
（大野木）

 23歳／０型

　佳
か

 奈
な

 さん 21歳／０型

休みの日が違うので２人で一緒に遊ぶこと

は少ないけど、いつも仲の良い姉妹です。

私生活について

あやさん：美容師の講習にいったりしています。
佳奈さん：友達とカラオケに行ったり、おしゃべりしたり

しています。あと、おばあちゃんのお手伝いか
なぁ。

仕事について

あやさん：美容師なので、いろんな人と話ができて、いろ
んなことを教えてもらえます。

佳奈さん：会社の事務をしています。最近、仕事を任せて
もらえるようになって楽しくなってきました。

趣味は
あやさん：高校野球などスポーツ観戦が大好きです。
佳奈さん：カラオケ（何でもOK）と書道です。町の文化

祭にも出品しました。

最近感動した
こと

あやさん：幼なじみの結婚式。涙もろいので3回も泣いて
しまいました。

佳奈さん：テレビを見ていて感動して泣きました。

将来の夢は

あやさん：お店も2月にリニューアルオープンするし、い
ろんな人が気軽に遊びに来てくれるようなお店
になればと思っています。

佳奈さん：お嫁さんになりたいかな。たくさん子どもも欲
しいな。

度会町の好き
なところ

あやさん：どこでも誰でもあいさつをしてくれる。優しい
人が多いところ。

佳奈さん：自然がいっぱいあるところ。みんなが親切なと
ころ。

町に望むこと 生活も便利にして欲しいけど、自然を守って欲しいです。

一　休　み

佳奈さん あやさん


